
18

　線
量
限
度

147

0

5

10

15

20

流通食品の摂取による被ばく線量 

出典：Koizumi et al., Environ Health Prev Med,  2011より 

家族1人当たりの1日の食事に含まれていた放射性セシウムの量 
中央値 
（Bq） 

最大値 
（Bq） 

年間内部被ばく 
線量の中央値 
（mSv） 

福島県内 
（26人） 4.01 17.30 0.023mSv 

関東 
（16人） 0.35 10.37 0.002mSv 

西日本 
（11人） ―※ 0.62 ―※ 

2012年4月から国が適用している
食品新基準で超えないように定め
た年間線量 

1mSv 

※西日本は1家族しか検出 
 されなかったため中央値が 
 算出できない 

検出された 
35家族の 
居住地 
■ 福島県 
■ 関東 
■ 西日本 

毎日約200Bq食べると年間1mSv 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量 

(Bq) 

以下18家族は検出限界以下 

Bq：ベクレル mSv：ミリシーベルト 

線量限度 

　2011（平成 23）年 12 月、福島県、関東圏、西日本圏の 53 家族を対象に、当時
流通していた食品を日常的に摂取した場合に、内部被ばく線量はどれくらいになるか
を調査した結果が示されました。福島県、関東圏、西日本圏の 3地域の一般の家庭
で用意される食事について、それぞれに含まれる放射性セシウムの量が調べられまし
た。その結果、福島県内の家庭で出される 1日分の食事には約 4ベクレルのセシウ
ム（中央値）が含まれていることがわかりました。そうした食事を 1年間食べ続け
た場合でも、セシウムの被ばく線量は年間で 0.023 ミリシーベルト程度で、年間の
許容線量（1ミリシーベルト）の 43分の 1に収まるとの結果でした。含有量が多い
場合（最大値の 17.3 ベクレル）でも 0.099 ミリシーベルトで許容線量の 10分の 1
程度の値でした。
　関東圏の家族の食生活では年間でも 0.002 ミリシーベルト程度で、年間許容線量
の 500 分の 1程度でした。
　なお、食品中の放射性物質の最新情報は、厚生労働省ホームページにおいて随時公
開されています。（厚生労働省ホームページ「食品中の放射性物質への対応」（URL）
http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html）
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被ばく線量と健康リスクとの関係 

自然放射線 
 レベルより低い 

確定的影響 
有意ながんリスク 

1 

20 

(ミリシーベルト/年) 

 
100 

がんリスクが 
どの程度かは不明 
（もしあっても小さい） 

緊急時の参考レベルの範囲 

回復・復旧時の参考レベルの範囲 

国際放射線防護委員会（ICRP）2007年勧告 

累積しても 
 生涯100ミリシーベルト未満 

線量限度 

　100 ～ 200 ミリシーベルト以上の線量に対しては、がんになるリスクが上昇する
という科学的証拠が存在します。そこで、放射線事故による緊急時には、まずは重大
な身体的障害を防ぐため、年間 100 ミリシーベルト以上の被ばくをしないように参
考レベルを設定します。事故の収束によって、はじめに設定した参考レベルよりも高
い線量を受ける人がほとんどいない状況が達成されたときには、将来起こるかもしれ
ないがんのリスクの増加をできるだけ低く抑えるため、さらに低い参考レベル（年間
1～ 20ミリシーベルトなど）を設定して、被ばくする線量の低減を進めます。
　平常時の基準値としては年間 1ミリシーベルトが用いられます。そのため、被ば
く量が年間 1ミリシーベルトを超えると危険だとか、ここまで被ばくをしてもいい
と誤解されることがありますが、線量限度は、安全と危険の境界線ではありません。
他方、1ミリシーベルトまで浴びてもいいわけではなく、諸事情を考慮して現実的に
可能な範囲で、できるだけ低く被ばくを抑えることが原則です。
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